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研究成果の概要 

従来、時空間精度の高いシナプス伝達に比べて、アストロサイトの Ca2+シグナルはゆっくりと広がりの

あるものだと思われてきた。一方近年アストロサイトの Ca2+シグナルを時空間精度よく捉えられるよう

になったことで、局所的で速い Ca2+イベントも捉えられるようになってきた。このような Ca2+イベント

はシナプスに接するアストロサイトの微細突起において観察されることから、シナプスとのやりとり

に重要であると考えられる。本年度は昨年度確立した高時空間解像度の Ca2+イメージングを使うこと

で、シナプスの活動を操作した際に実際にアストロサイトの局所的で速い Ca2+イベントが影響を受ける

ということを明らかにした。これを担う Ca2+チャネルの同定やそのシナプス伝達における役割も分かっ

てきた(投稿準備中)。また局所的に生じた Ca2+イベントが波及するか否かを決める構造的な因子や、波

及する際にどのような時空間的パターンを辿るかということを実験的に決定し、シミュレーションで

も検証することができた。これらの結果からアストロサイトの Ca2+シグナルの時空間的ダイナミクスは

その微細構造によって左右されるということ分かってきた。またこれまで確立してきた微細構造とこ

れが生み出す Ca2+シグナルを同時に観察する系の詳しいプロトコールを Nature Protocols に発表し

た。 
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